
平成１8年（２００6）5月 １０

おめでとうございます

　

「
受
章
は
突
然
の
こ
と
で
、
本
当
に

驚
い
て
い
ま
す
。在
職
中
、
特
に
大
し

た
こ
と
は
し
て
い
な
い
の
で
す
が
」と

話
さ
れ
る
森
脇
さ
ん
。

　

昭
和　

年
大
阪
市
の
大
和
田
第

１４

一
尋
常
小
学
校
で
教
職
に
就
き
、
昭

和　

年
か
ら
は
岡
山
県
に
。
昭
和　

２０

５２

年
に
新
見
市
立
思
誠
小
学
校
校
長

で
退
職
さ
れ
る
ま
で
、　

年
間
に
わ

３８

た
っ
て
、
戦
後
の
学
校
教
育
の
充
実

や
教
育
環
境
の
整
備
に
多
大
な
尽

力
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
在
職
中
、
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま

れ
て
い
た
頃
が
一
番
楽
し
か
っ
た

で
す
ね
。
退
職
後
は
自
宅
で
農
作
業

を
行
う
な
ど
し
て
過
ご
し
、
自
分
の

運
転
で
日
本
一
周
の
旅
に
も
二
度

ほ
ど
出
か
け
ま
し
た
。
そ
の
時
の
写

真
や
記
録
は
宝
物
で
す
」
と
当
時
を

懐
か
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

「
こ
の
た
び
の
受
章
は
、皆
さ
ん

の
支
え
や
協
力
に
よ
る
も
の
。一
人

の
力
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
」と
話

さ
れ
る
近
久
さ
ん
。

　

昭
和　

年
に
消
防
団
に
入
団
以

３５

来
、さ
ま
ざ
ま
な
役
職
を
経
て
、平
成

３
年
か
ら
３
年
間
は
団
長
を
務
め
ら

れ
、　

年
間
に
わ
た
っ
て
、住
民
の
生

３４

命
と
財
産
を
守
る
た
め
地
域
の
消
防

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
昭
和　

年
の
豪
雨
災
害
が
一
番

４７

思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。あ
の
時
の

貴
重
な
経
験
は
、そ
の
後
の
消
防
活

動
に
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
」と
振

り
返
り
、「
消
防
団
の
皆
さ
ん
に
は
、

今
後
も
地
域
住
民
と
の
交
流
を
密
に

し
て
、感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
消

防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」と
話
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

「
大
変
光
栄
で
す
。力
添
え
を
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
」と
謙
虚
に

話
さ
れ
る
武
並
さ
ん
。

　

昭
和　

年
か
ら
獣
医
師
の
傍
ら
旧

４７

備
中
町
議
を
４
期
務
め
、そ
の
間
豊

富
な
経
験
と
識
見
を
も
っ
て
町
勢
振

興
に
あ
た
り
、同
町
農
協
組
合
長
を

経
て
、平
成
４
年
か
ら
１
期
４
年
間
、

町
長
と
し
て
地
方
自
治
の
確
立
と
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
路
改
良
な
ど
生
活
基
盤
の
整
備

や
ト
マ
ト
、ピ
オ
ー
ネ
の
産
地
振
興
に

尽
力
し
、ま
た「
ウ
エ
ス
タ
ン
ロ
マ
ン
の

ま
ち
備
中
」を
宣
言
し
て
、夢
の
抱
け

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。

「
今
後
、市
が
ど
う
発
展
し
て
い
く
の

か
楽
し
み
。若
い
人
が
住
め
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
」と
新
市
に
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
川
上
町
長
の
宮
�
さ
ん
は
昭
和　

年
、
収
入

５９

役
就
任
と
同
時
に
川
上
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
に
就
任
。
平
成
８
年
ま
で
衆
議
院
議
員
総
選

挙
、
岡
山
県
知
事
選
挙
、
川
上
町
議
会
議
員
選
挙

等
、
各
種
選
挙
の
適
正
な
管
理
執
行
に
努
め
て
来

ら
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
新「
高
梁
市
」誕
生
後
の
平
成　

年　

月

１６

１１

か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
経
験
を
生
か
し
、

高
梁
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
指
導

力
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
昨
年
９
月
の
衆
議
院
議

員
選
挙
に
お
い
て
も
、
そ
の
功
績
は
顕
著
で
、
こ

の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

小
学
校
教
育
の

充
実
に
尽
力

＜瑞宝双光章＞

森脇 行  洋 さん�
こう よう

川面町

選
挙
の
適
正
な
管
理
執
行
に

多
大
な
功
績

高梁市選挙管理委員会委員長

宮�孝司さん�
川上町上大竹

総
務
大
臣
表
彰

高 齢 者 叙 勲

地
域
の
消
防
活
動
に

尽
力

地
方
自
治
の

育
成
発
展
に
貢
献

＜旭日双光章＞
元備中町長

武並昭二さん�
備中町平川

＜瑞宝単光章＞
元成羽町消防団団長

近久洋一さん�
成羽町成羽

春 の 叙 勲

　市政への市民参加を推進し、公正で開か
れた市政を実現するために情報公開制度
があります。この制度は、広報紙や各種刊
行物などのほか、各部署で行うさまざまな
情報提供に加え、皆さんからの開示請求に
基づき、市が持っている情報を公開する制
度です。　その実施状況は毎年度お知らせ
することとなっていますが、１７年度の状況
は次のとおりです。

■問い合わせ　情報管理室(��０２２７)

情報公開制度の１７年度実施状況

処　理　状　況
請求
件数

実施
機関 取り

下げ
拒否不開示

部分
開示

開示

００００１１
市長
部局

００００１１計
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開�
催�

ス
テ
ー
ジ
発
表
者
を
募
集�

　

わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ　
２１

が
６
月　

日
�
に
、
今
年
も
開
催

１７

さ
れ
ま
す
。

　

同

フ

ェ

ス

タ
は
、
高
梁
栄

町
商
店
街
を

歩
行
者
天
国

に
し
て
、
子
育

て
関
係
団
体

等
に
よ
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
手
づ
く
り
遊
び
、
食
べ

る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、�
つ

く
っ
て
��
遊
ん
で
��
見
て
�
楽

し
む
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ぜ
ひ
親
子
で
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
は
、歌
や
踊
り

な
ど
多
く
の
子
ど
も
た
ち（
中
学

生
以
下
）の
発
表
の
場
と
し
ま
す
。

　

出
演
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ　

わ
く
わ
く
子

ど
も
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
社

会
福
祉
課
内　

�
�
０
２
６
４
）

　

高
梁
市
国
際
交
流
協
議
会
は
、

国
際
間
の
相
互
理
解
と
友
好
親

善
を
目
的
に
活
動
し
ま
す
。
同
協

議
会
で
は
、
現
在
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
け
入
れ
家
庭
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
通
訳
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
上
旬
に
市
の
国
際
姉
妹

都
市
ト
ロ
イ
市
か
ら
中
学
生
が

本
市
を
訪
れ
ま
す
。
滞
在
期
間

中
、
生
徒
た
ち
の
引
率
者
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
る
家
庭

の
募
集
で
す
。

　

８
月　

日
�
に
は
、
岡
山
県
と

２６

友
好
提
携
し
て
い
る
中
国
江
西

省
の
雑
技
団
が
本
市
で
公
演
を

行
い
ま
す
。
団
員
の
滞
在
期
間
中

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ

る
家
庭
も
募
集
し
て
い
ま
す
。　

　

ど
ち
ら
も
、
英
語
や
中
国
語
が

話
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
交
流
行
事
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
通
訳
も
合
わ
せ
て
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

高
梁
市
国
際

交
流
協
議
会
事
務
局
（
企
画
課
内

�
�
０
２
０
９
）

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
け
入
れ
家
庭
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳

募
集
中

　宝くじ助成金（コミュニティ助成
事業）を活用し、次のとおり、まちづ
くり用備品の整備を行いました。

■問い合わせ　市民課地域振興係(��０２５４)

＜高梁北コミュニティ
協議会＞�
公園のイス・物置・イベン
ト用テント、コミュニティ
ハウス用のイス・テーブ
ル等を整備しました。

�

＜巨瀬地域まちづく
り推進委員会＞　
イベント用法被・テント
を整備しました。

＜川上地域まちづくり
協議会＞�
イベント用テント・イ
ス、音響設備を整備しま
した。

活用されています！
宝くじの助成金

１８年度の
文化振興基金助成事業を
募集中
　市では高梁地域局管内の団体等を対象に、平成１８
年度の文化振興基金助成事業を募集しています。こ
の文化振興基金は市民文化の振興を目的としてお
り、対象となる事業は、①歴史的文化の調査・保護
②文化の普及・顕彰③文化の交流・研修④優秀芸術
の誘致・募集⑤文化施設の整備などです。

事業内容事業名

山田方谷生誕２００年を記念し
た記念行事と顕彰事業

山田方谷生誕200年記
念事業

清水比庵の偉業と足跡を顕彰
することを目的に、第３回清
水比庵大賞（短歌の部）事業

第３回清水比庵大賞
事業

松原町大津寄地区に伝わる渡
り拍子に必要な衣装等の整備
事業

大津寄渡り拍子衣装等
整備事業

市指定重要文化財の薬師院仁
王門修復工事に関する報告書
の作成事業

薬師院仁王門修復工事
報告書作成事業

子どもたちが学校の昔を学
び、現在との違いから未来の
学校を想像し４コマ映画を製
作する事業

こども映画塾開催事業

高梁市文化協会の倉敷チボリ
公園での芸能発表事業

倉敷チボリ公園芸能
発表事業

■問い合わせ　教育委員会・高梁分室（��０２８８）

平成１７年度に実施された同基金の助成事業


